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平
成
27
年
第
４
回
定
例
会

意

見

書

◎
都
市
農
地
の
保
全
と
農
業
振
興

の
推
進
に
関
す
る
意
見
書
　

　
東
京
の
農
業
は
、
持
て
る
農
地

や
施
設
を
最
大
限
に
活
用
し
、
新

鮮
か
つ
安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物

を
生
産
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
農
業
者
は
地
域
活
動
の

推
進
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て

お
り
、
都
市
農
地
と
農
業
は
、
市

民
の
日
常
生
活
に
と
っ
て
必
要
不

可
欠
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
農
畜
産
物
の

低
価
格
化
は
、
所
得
面
に
お
け
る

他
産
業
と
の
格
差
を
も
た
ら
し
農

業
の
後
継
者
不
足
を
招
き
、
家
族

労
働
力
は
高
齢
化
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
で
、
都

市
農
業
振
興
基
本
法
の
施
行
は
、

都
市
農
地
の
保
全
と
都
市
農
業
の

継
続
性
に
対
し
大
き
な
希
望
を
抱

か
せ
る
も
の
で
あ
る
。 

　
よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
国
及

び
政
府
に
対
し
、
農
業
振
興
施
策

が
都
市
農
業
振
興
基
本
法
に
基
づ

き
早
急
に
講
ぜ
ら
れ
る
こ
と
を
強

く
要
請
す
る
も
の
で
あ
る
。

18
議
案
を
審
議

府
中
市
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
な
ど

　
今
定
例
会
で
市
長
か
ら
、「
府

中
市
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る

条
例
」
に
つ
い
て
の
議
案
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
行
政
手
続
に
お

け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
第
９
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
法
で
定
め
ら
れ
た
個
人
番
号

を
利
用
す
る
事
務
以
外
に
、
社
会

保
障
、
地
方
税
ま
た
は
防
災
に
関

す
る
事
務
の
う
ち
、
市
民
及
び
行

政
の
双
方
に
と
っ
て
利
便
性
や
効

率
性
が
向
上
す
る
事
務
に
つ
い
て
、

市
が
独
自
で
個
人
番
号
を
利
用
で

き
る
こ
と
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な

事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

　
総
務
委
員
会
で
審
査
さ
れ
、
質

疑
に
対
し
、「
個
人
番
号
の
利
用

が
始
ま
る
こ
と
で
、
行
政
機
関
間

の
情
報
連
携
が
可
能
と
な
り
、
申

請
時
の
添
付
書
類
が
削
減
で
き
る

と
い
っ
た
利
点
が
あ
る
」
等
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
、「
行
政
が
個
人
番

号
制
度
の
利
便
性
を
追
求
し
、
考

え
方
が
前
向
き
に
変
わ
る
こ
と
を

願
い
、
本
案
に
賛
成
す
る
」「
情

報
の
一
元
化
が
進
む
と
、
国
民
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
把
握
さ
れ
て
し

ま
う
と
い
っ
た
問
題
が
あ
る
た
め
、

本
案
に
反
対
す
る
」
等
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て

は
、
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
、
最
終
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

総
務
委
員
会
委
員
長
か
ら
審
査
報

告
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

決

議

◎
備
邦
彦
議
員
に
対
す
る
議
員
辞

職
勧
告
決
議

　
市
議
会
議
員
は
、
市
民
の
厳
粛

な
信
託
を
受
け
た
者
で
あ
り
、
そ

の
代
表
と
し
て
自
ら
そ
の
職
責
の

重
さ
を
深
く
自
覚
し
、
高
い
倫
理

観
と
見
識
を
持
っ
て
、
市
政
の
進

展
と
市
民
の
幸
せ
の
実
現
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
今
般
、
地
元
自
治
会
等
に
現
金

を
寄
付
し
た
と
し
て
、
備
邦
彦
議

員
が
公
職
選
挙
法
違
反
の
疑
い
で

起
訴
さ
れ
、
立
川
簡
易
裁
判
所
に

お
い
て
有
罪
判
決
を
受
け
、
東
京

高
等
裁
判
所
に
お
い
て
控
訴
を
棄

却
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
代

表
機
関
で
あ
る
市
議
会
の
信
頼
を

損
な
う
と
こ
ろ
と
な
っ
た
こ
と
は

ま
こ
と
に
遺
憾
で
あ
り
、
備
邦
彦

議
員
は
、
政
治
的
・
道
義
的
責
任

を
免
れ
な
い
。 

　
よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
備
邦

彦
議
員
に
対
し
て
自
ら
の
意
志
に

よ
り
、
議
員
を
辞
職
す
る
よ
う
強

く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
平
成
28
年
１
月
７
日
に
、
本
市

議
会
は
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和

国
の
金
正
恩
国
防
委
員
会
第
一
委

員
長
に
対
し
、「
貴
国
は
、
28
年

１
月
６
日
に
４
回
目
と
な
る
核
実

験
を
実
施
し
た
と
発
表
し
た
。

　
国
際
社
会
に
お
い
て
核
実
験
は
、

国
連
安
全
保
障
理
事
会
決
議
に
明

確
に
違
反
す
る
だ
け
で
な
く
、
国

　
平
成
27
年
第
４
回
市
議
会
定
例
会
は
、
11
月
27
日
か
ら
12
月
14
日
ま
で
の
18
日
間

の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
長
提
出
議
案
は
、
府
中
市
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
な
ど
16
件
を
審
議

し
た
結
果
、
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
議
員
提
出
議
案
は
、
２
件
を
審
議
し
た
結

果
、
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
陳
情
３
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　▲平成28年1月より、個人番号カードの交付手続きが始まりました

際
世
論
を
無
視
し
た
行
為
で
あ
る

上
、
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
我
が

国
へ
の
冒
涜と
く

と
し
て
決
し
て
許
す

こ
と
は
で
き
な
い
。

　
本
市
は
、
平
和
都
市
宣
言
を
行

い
、
世
界
平
和
の
実
現
を
強
く
願 

っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
今
回

の
核
実
験
に
対
し
厳
重
に
抗
議
す

る
」
と
の
抗
議
文
を
議
長
名
で
送

付
し
ま
し
た
。

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
へ

抗
議
文
を
送
付


